
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 報 告 ２０２１年（令和３年）１月 ２ 

 

春
先
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
で

の
小
学
校
休
校
の
影
響
で
、
小

学
生
た
ち
は
通
常
な
ら
夏
休
み

で
あ
る
は
ず
の
期
間
に
特
別
登

校
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、

一
日
の
う
ち
で
最
も
気
温
が
高

く
な
る
時
間
帯
に
、
下
校
す
る

子
供
た
ち
の
安
全
を
見
守
ろ
う

と
、
石
ヶ
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
家
庭

教
育
部
の
「
ひ
ま
わ
り
委
員
」
の

方
々
の
ご
提
案
に
よ
り
「
愛
の

見
守
り
隊
」
を
臨
時
に
結
成
し
、

石
ヶ
瀬
小
学
校
区
内
の
主
要
な

交
差
点
で
見
守
り
活
動
を
行
い

ま
し
た
。 

 

活
動
は
、
特
別
登
校
が
始
ま
っ

た
７
月
２１
日
か
ら
８
月
３１
日

ま
で
の
十
九
日
間
の
登
校
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
活
動
メ
ン
バ
ー

は
、
石
ヶ
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
森

岡
・
石
ヶ
瀬
両
自
治
区
、
長
生

会
、
保
護
司
な
ど
で
、
地
域
に

関
わ
る
た
く
さ
ん
の
団
体
の
皆

さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
は
、
自
宅
の
目
の
前
に
あ
る

「
柊
山
八
丁
目
交
差
点
」
で
、
家

内
と
分
担
し
て
、
期
間
中
十
九

日
間
の
全
日
程
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
陰
も
な

く
、
直
射
日
光
の
当
っ
た
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
の
上
は
本
当
に
暑
く
、

危
険
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。 

 

活
動
中
、
暑
さ
で
気
分
を
悪

く
し
た
児
童
を
発
見
し
、
自
宅

ま
で
送
り
届
け
た
事
案
が
あ
り

ま
し
た
が
、
大
事
に
至
る
よ
う

な
事
態
は
発
生
せ
ず
、
何
よ
り

で
し
た
。
今
後
と
も
、
地
域
の

方
々
皆
さ
ん
で
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 

今
は
何
と
い
っ
て
も
コ
ロ
ナ
対

策
で
す
。
感
染
拡
大
予
防
と
し

て
の
取
組
を
注
視
し
て
い
く
と

同
時
に
、
経
済
活
動
の
停
滞
に

よ
る
市
民
生
活
の
影
響
を
補
う

手
立
て
を
提
案
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
感
染
拡
大
に
伴
う
誹

謗
、
中
傷
と
い
っ
た
人
権
問
題
に

も
強
く
関
心
を
も
っ
て
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
整

備
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
一

コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
活
動 

き
れ
い
に
舗
装
整
備
さ
れ
た 

伍
島
園
さ
ん
か
ら
平
成
橋 

ま
で
の
市
道 

写
真
① 

 

江
端
町
六
丁
目
地
内
に 

新
設
さ
れ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー 

（
写
真
③
） 

 

地
域
の
安
全
対
策
は
、
地
元
議
員
の
大
切
な
仕
事
の
一
環
と
し
て
、
優
先

的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
直
近
の
解
決
事
例
三
点
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
写
真
①
）
森
岡
一
丁
目
（
伍
島
園
さ
ん
の
と
こ
ろ
）
の
交
差
点
か
ら
平
成
橋

ま
で
の
市
道
の
舗
装
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
型
車
の
通
行
に
よ
る
轍
（
わ
だ

ち
）
や
、
各
種
工
事
に
よ
っ
て
で
き
た
道
路
の
デ
コ
ボ
コ
が
き
れ
い
に
補
修
さ

れ
ま
し
た
。
（
写
真
②
）
柊
山
町
八
丁
目
交
差
点
内
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
幅
が

拡
が
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
石
ヶ
瀬
小
の
通
学
路
と
な
っ
て
お
り
、
信
号
待
ち

の
児
童
が
待
機
す
る
場
所
で
す
。
既
存
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
あ
ま
り
に
も
小

さ
い
と
い
う
ご
指
摘
を
機
に
、
当
局
へ
要
望
し
実
現
し
ま
し
た
。
（
写
真
③
）

江
端
町
六
丁
目
地
内
に
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
二
箇
所
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
は
、
平
成
橋
か
ら
石
ケ
瀬
会
館
方
面
に
向
か
う
道
路
の
「
抜
け
道
」
と
し
て

の
通
行
利
用
が
多
く
、
安
全
対
策
と
し
て
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
事
案
に
つ
き
ま
し
て
も
、
注
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
お
気
づ
き
の
箇
所
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

地域の安全対策 
皆さまからの声を反映 

 

大
府
駅
西
交
差
点
で
の
朝
の
挨
拶
・
立

哨
は
、
す
っ
か
り
私
の
活
動
ル
ー
テ
ィ
ン

の
柱
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
。
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と

の
声
が
け
に
、
頭
を
下
げ
て
応
じ
て
い
た

だ
け
る
方
が
ず
い
ぶ
ん
増
え
て
き
ま
し

た
。
特
に
中
高
生
の
皆
さ
ん
は
、
大
き
な

声
で
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
ま
す
。
立
哨

活
動
は
毎
週
月
曜
日
（
朝
６
時
半
～
８

時
）
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

E-mail： fujimoto_munehisa@yahoo.co.jp 
 

「
愛
の
見
守
り
隊
」
石
ヶ
瀬
小
周
辺
交
差
点 

大
府
駅
西
交
差
点
で
の 

 
 

立
哨
活
動 

 

 

 
柊山町八丁目交差点にて 

 

前
号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、

今
年
の
建
設
消
防
委
員
会
の
テ

ー
マ
活
動
は
「
消
防
団
」
で
す
。

地
域
の
消
防
、
災
害
支
援
、
防

災
啓
発
活
動
な
ど
を
担
う
重
要

な
組
織
で
す
が
、
近
年
は
団
員

の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
新

し
い
消
防
共
長
出
張
所
の
内
覧

会
に
併
せ
て
、
市
消
防
団
の
各

分
団
の
代
表
者
か
ら
現
状
の
報

告
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
視
察
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
目
下
ネ
ッ
ト
等
を

通
じ
て
得
た
様
々
な
情
報
を
も

と
に
、
「
消
防
団
員
の
確
保
」
の

た
め
の
施
策
提
言
を
ま
と
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
内
に
在

住
・
在
勤
で
、
１８
歳
以
上
の
身

体
強
健
な
方
な
ら
、
男
女
を
問

わ
ず
入
団
資
格
が
あ
り
ま
す
。

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
一
度

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

ず
っ
と
大
府
、
も
っ
と
大
府 

 

現
在
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
課
題 

層
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
は
、
教
職
員
へ
の
支
援

体
制
の
強
化
が
急
務
で
す
。
他
方
、

不
登
校
や
外
国
人
児
童
生
徒
に
対

す
る
環
境
整
備
の
充
実
も
図
っ
て

い
く
べ
き
と
考
え
、
近
隣
自
治
体

の
取
組
事
例
も
研
究
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
（
下
の
写
真
）
。 

 

福
祉
分
野
で
は
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
の
移
動
手
段
（
循
環
バ
ス
、
福

祉
介
護
タ
ク
シ
ー
等
）
の
更
な
る
利

便
性
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。 

建
設
消
防
委
員
会
活
動 

消
防
団
・
新
共
長
出
張
所 

交
差
点
立
哨
活
動
、
継
続
中
！ 

 

 

ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、
大
府

駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
議
論
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま

す
。
警
察
署
の
誘
致
活
動
に
お
い

て
は
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
ま

す
の
で
、
「
乞
う
ご
期
待
」
で
す
。 

 

健
康
の
森
周
辺
に
つ
い
て
で
す

が
、
公
園
、
医
療
・
福
祉
施
設
等
が

集
積
す
る
ウ
エ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
構

想
の
更
な
る
推
進
を
図
り
、
新
規

事
業
者
の
支
援
拠
点
化
、
ス
ー
パ

ー
シ
テ
ィ
化
（
１
面
参
照
）
、
商
業

施
設
誘
致
を
提
案
し
つ
つ
、
そ
れ

ら
と
大
府
駅
を
一
直
線
で
つ
な
ぐ

都
市
計
画
道
路
「
大
府
駅
西-

健

康
の
森
線
」
の
事
業
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
、
私
の
現
在
の
大
き

な
取
組
課
題
で
す
。 

 
新しい消防署共長出張所（明成町） 

討議資料 

 
外国人児童生徒対象の 

初期指導教室を視察（豊明市） 

幅
が
広
く
な
っ
た 

ガ
ー
ド
レ
ー
ル 

柊
山
町
八
丁
目
（
写
真
②
） 
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ふ
じ
も
と
宗
久 

政
治
活
動
報
告 

 

令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
向

け
て
、
市
の
行
政
施
策
に
関
す

る
自
民
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
要
望

を
ま
と
め
、
本
年
９
月
、
会
派
メ

ン
バ
ー
全
員
で
岡
村
市
長
に
要

望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
中
、
こ
れ
ま

で
要
望
し
て
き
た
内
容
に
加
え

て
、
感
染
症
対
策
、
新
し
い
生

活
様
式
で
の
対
応
、
就
労
・
経

営
に
関
す
る
支
援
を
新
た
に
盛

り
込
み
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
有

事
の
局
面
で
は
、
特
に
生
活
弱

者
と
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
、

そ
の
影
響
は
大
き
く
、
特
に
教

育
、
福
祉
と
い
っ
た
分
野
で
の
細

か
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
対
応
を
注
視
し

 
大
府
市
は
、
豊
か
な
財
政
運
営

を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
た

め
、
他
の
多
く
の
自
治
体
が
国
か

ら
受
け
て
い
る
「
地
方
交
付
税
交

付
金
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
（
不
交
付
団
体
）
。
従

っ
て
、
市
の
施
策
の
多
く
が
自
前

で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
も
、
国
の

施
策
と
し
て
の
特
定
事
業
に
関

し
て
は
、
申
請
内
容
次
第
で
交
付

金
や
補
助
金
を
受
け
取
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
自
民
ク
ラ
ブ
で

は
３
年
ほ
ど
前
か
ら
、
市
長
、
県

議
ら
と
と
も
に
霞
ヶ
関
の
省
庁
を

直
接
訪
問
し
、
市
の
事
業
を
交
付

金
や
補
助
金
の
対
象
と
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
プ
レ
ゼ
ン

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
陳
情
団
の
人
数
を
制
限
し
、

私
は
市
役
所
の
会
議
室
か
ら
リ

モ
ー
ト
で
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

 

内
容
と
し
て
は
、
小
学
校
体
育

館
の
空
調
設
備
な
ど
の
学
校
施

設
整
備
や
、
道
路
整
備
、
公
園
施

設
整
備
と
い
っ
た
費
用
の
要
望
に

関
し
、
国
土
交
通
省
、
文
部
科
学

省
、
経
済
産
業
省
に
対
し
て
、
陳

情
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

令和３年冬号 

令
和
３
年
度
に
向
け
て 

会
派
と
し
て
要
望
書
提
出 

 
 

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 報 告 ２０２１年（令和３年）１月 

自民クラブ令和３年度要望 
～市長に提出した主な要望事項～ 

① 警察署誘致に向けての用地

確保、消防体制強化 

② 豪雨に対する治水力向上 

③ ＩＣＴ教育の充実、教職員への

業務改善・支援、外国人児童

生徒の教育環境整備 

④ 虐待防止対策強化（アウトリ

ーチ）、バリアフリー対策 

⑤ 地域包括ケアシステム充実、

経験豊かな高齢者の人材活

用、高齢者施設の拡充 

⑥ 都市計画道路の整備促進、

ため池の環境整備、自転車

利用環境の改善 

⑦ コロナ禍での就労・経営支援 

⑧ 若手農業者への支援強化 

⑨ ＪＲ駅周辺のまちづくり 

⑩ 期日前投票所の増設 

霞
ヶ
関
へ
の
陳
情
活
動 

 

今
年
は
リ
モ
ー
ト
で
参
加 

１ 

県道東海緑線の拡幅現場を視察する 

 和田正宗国土交通省政務官（当時） 

長
草
地
区
の
県
道
整
備 

国
、
県
を
動
か
し
て
早
期
整
備
へ 

私
は
、
昨
年
９
月
の
一
般
質
問

を
契
機
と
し
て
、
長
草
地
区
の
県

道
整
備
に
つ
い
て
取
組
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
動
き
が

あ
り
ま
し
た
。
県
道
東
海
緑
線
の

拡
幅
工
事
に
つ
い
て
、
本
年
９
月
、

自
民
ク
ラ
ブ
幹
事
長
の
鷹
羽
琴
美

議
員
の
尽
力
に
よ
り
、
和
田
正
宗

国
交
省
政
務
官
（
当
時
）
を
現
地

視
察
に
招
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
場
に
は
県
の
担
当
職
員
も

同
行
し
、
来
年
度
に
着
工
す
る
段

取
り
を
確
認
し
ま
し
た
。 

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」 

 

片
山
さ
つ
き
氏
主
催
勉
強
会 

令和２年下半期の主な活動 
７月 議会第四回臨時会（げんき商品券

について）、石ヶ瀬愛の見守り隊、

活動報告書（令和元年夏号）配布 

８月 防災学習センター内覧会、 

消防団との意見交換会 

９月 市制５０周年の集い、議会９月定例

会（決算審査ほか）、ゲートキー

パー研修会、愛知県議会傍聴 

１０月 石ヶ瀬自治区アダプトプログラ

ム（矢戸川沿い草刈り）、石ヶ瀬

自治区議会報告会、森岡八幡社・

江端八幡社神事、豊明市学校視

察、大府駅前「星空横町」 

１１月 石ヶ瀬コミ・グラウンドゴルフ大

会、議会委員会テーマ活動報告

会、文化芸術功労賞表彰式、地域

防災学習センター講習 

１２月 議会１２月定例会、年末夜警 

 

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
っ
て
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
生
活
全
般

に
わ
た
り
様
々
な
デ
ー
タ
を
連

係
さ
せ
、
最
先
端
の
技
術
を
活
用

し
た
生
活
を
実
現
さ
せ
た
「
未
来

都
市
」
の
こ
と
で
す
。
な
ん
だ
か

Ｓ
Ｆ
映
画
の
よ
う
で
す
が
、
実
現

へ
の
取
組
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
大
府
市
も
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
に
、
ま
ず
は
勉
強
会
に
参
加

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

９
月
定
例
会
で
も 

道
路
整
備
を
一
般
質
問 

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
長

草
地
区
の
道
路
整
備
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
県
道
整
備
で

は
、
東
海
緑
線
（
右
記
事
）
、
都

市
計
画
道
路
荒
尾
大
府
線
、
田

面
交
差
点
改
良
に
つ
い
て
、
市

側
の
前
向
き
な
協
力
姿
勢
を

確
認
で
き
ま
し
た
。
知
多
半
島

道
路
大
府
上
り
Ｐ
Ａ
の
外
部
利

用
化
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
も
視
野
に
提
言

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
知
多
半

島
道
路
と
伊
勢
湾
岸
道
路
の
直

結
道
路
の
設
置
に
つ
い
て
、
県
と

し
て
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
意
味
で
、
質
問

項
目
に
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
の
動
向
を
ご
注

目
く
だ
さ
い
。 
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大
府
市
議
会
議
員 

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

財
政
面
で
は
経
済
活
動
の
停

滞
の
影
響
に
よ
り
、
税
収
の
大

幅
な
減
少
が
予
測
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
未
来
へ
の

投
資
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
な

さ
れ
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と

 

 

考
え
ま
す
。
道
路
や
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
、
災
害
対
策
等
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
農
業
活
性
化

や
企
業
誘
致
と
い
っ
た
産
業
育

成
支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
促
進
等
も

継
続
し
て
実
行
し
て
い
く
よ
う

に
要
望
い
た
し
ま
し
た
。 

 

岡
村
市
長
か
ら
は
、
内
容
を

精
査
し
、
可
能
な
も
の
か
ら
予

算
化
し
て
い
き
た
い
と
の
返
答

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

Ｚｏｏｍを使っての陳情活動参加 

（市役所会議室にて） 

自民クラブ全員で要望書を提出 

（市役所市長室にて） 

片山さつき氏（中央）と鷹羽琴美議員 

（名古屋マリオットアソシアホテルにて） 


